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その他活動報告

　スポーツ講座「子どもにおける“からだ”と

“うごき”と“こころ”づくり教室」では、レスリ

ングを教材として週３回実施しており、継続し

てジュニアレスラーの体力・運動能力測定を

実施している。体力・運動能力の測定は、年２

回実施しており、測定項目は、体格は身長、体

重、体脂肪率、座高であった。体力・運動能力

は、20 m走、立ち幅跳び、反復横跳び、垂直跳

び、リバウンドジャンプ指数であった（写真１、

２、３）。また、レスリング競技の運動様式を取

り入れた体力・運動能力として、タックルジャ

ンプ及びレスリングシャトルランを評価した。

測定結果のフィードバックは過去の測定結果

と結合し、子どもたちの形態面、体力・運動能

力面の成長が一目でわかる用紙を用いて行っ

た。子どもたちだけでなく保護者の理解を深

めるために測定のフィードバックを実施して

いる。さらに本年度は、これまでに得られた測

定データの分析を行い、日本トレーニング科学

会誌・トレーニング科学に「小学生期レスリン

グ選手における体格及び体力・運動能力の横

断的検討」が掲載された。内容は、小学生期レ

スリング選手の体格及び体力・運動能力につ

いて、学年（暦年齢）、性差の視点から横断的検

討を行った。さらにレスリング選手に求められ

る体力特性を明らかにするため、レスリング競

技の運動様式を取り入れた体力・運動能力を

測定し、一般的な体力・運動能力との関連性

について検討した。その結果、小学生期レスリ

ング選手の体格及び体力・運動能力は学年に

応じて向上し、高学年には性差がみられ、特に

レスリング競技に必要な体力特性として敏捷

性や跳躍能力が関与している可能性が示され

た。また、2018年度・第35回全国少年少女

レスリング選手権大会に出場し、メダルを獲

得した選手及びコーチが2018年9月に川崎市

長を表敬訪問し、新聞等にてスポーツ講座の

取り組みが報道された（写真4）。
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